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試験結果

総　評

H=8400㎜　＠227.5 ㎜試験体

H=8400㎜　＠227.5 ㎜

H=8400㎜　＠227.5 ㎜ 試験体載荷荷重

H=8200㎜ ＠303㎜試験体（2回目載荷後）の時間経過によるたわみ量変化

※上面高さ：床からボード上面までの高さ
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ボード面積

ボード自重

負担面積

荷重総重量シャオン（遮音）シート

　　　　　　　　　　　　　　　　②（1193.3kg）＋①（273.5kg）

※荷重重量には、スタッド、振れ止めの自重は含んでおりません。     

①

②

試験前 試験後

以上の通り、弊社強力型角型間仕切下地材 倉庫業法仕様の構成部材は、2500N/ ㎡荷重試験において重大な損傷、変形、脱落は
起こりませんでした。これにより弊社強力型角型間仕切下地材 倉庫業法仕様は倉庫業法（則第3条の 4第 2項第 2号）に規定
されている荷重2500N/ ㎡以上に耐えられる強度を有する事を確認しました。

載荷後のたわみ量の変化を測定する為、一度、載荷試験をしたH=8200＠303試験体に再度2500N/ ㎡載荷。
載荷から30分まではたわみが進行したが、それ以降は変化なく、たわみ進行が終息したと考えられた。

載荷なし 載荷時

The Hashira System®

株式会社 佐藤型鋼製作所

強力型角型間仕切下地材
倉庫業法2500N/㎡仕様

たわみ量（㎜） 

上面高さ（㎜）
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上面高さ（㎜）

載荷なし

0

950

載荷時

405

545

10分経過

410

540

15分経過

412

538

20分経過

415

535

30分経過

417

533

40分経過

417

533

45分経過

417

533



■特長
１．コーナーでかしめた角形鋼なのでねじれにくく剛性が高い
２．振れ止めCC-25(38×12×1.6）を両面ともかっちりきつめの振れ止め穴にはめるようになっているので、
　面外・面内の地震力に耐えることができる。
３．構成部材の種類が少ないので施工性が良い。
４．コーナーでかしめているため角がしっかり出ているのでC形鋼やコ型スタッドに比べボードの目違いがなく
　施工精度が良い。
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高さｈ
スタッドピッ

チ
スタッド種別（板厚） ランナー上/下 振れ止め

(mm) (mm) (mm) (mm) (mm)

8000 227.5

7500

7000

6500

6000

5500

5250

5000

8000

7500

7000

6500 303

6500 227.5

6000

5500

5250

5000

4500

8400 227.5

8200 303

8300 180

7500 227.5

6600 303

8000 227.5

7600 303

6700 180

6100 227.5

5400 303

（ハイパーウォールZ） 8200 180

7400 227.5

6500 303

（GR-1） 8200 180

7400 227.5

6500

8000

7500

※1　TBZ21側からのみ2500N/㎡の荷重が掛かる場合。

※2　TB12.5側からも2500N/㎡の荷重が掛かる場合。

※3　建物の耐火基準をご確認下さい。

・上記仕上げ材以外の仕様の場合は別途お問い合わせ下さい。

・SLGB-100NFBを使用の際は振れ止め固定金具ストッパーLが必要です。

強力型角型間仕切下地材　倉庫業法2500N/㎡仕様
 一覧表

LGB-100NF(1.0)

SLGB-100NFB(1.2)

LGB-100NF(1.0)

SLGB-100NFB(1.2)

SLGB-100NFB(1.2)

LGB-100NF(1.0)

SLGB-100NFB(1.2)

LGB-100NF(1.0)

SLGB-100NFB(1.2)

303

303

455

303

227.5

455

CC-25
（1.6）

SWR-10016（1.6）/
SWR-10012(1.2)

SWR-10012(1.2)/
SWR-10010(1.0)

(S12・耐火ウォール12S)
TBZ12.5＋TBZ12.5

両面

SWR-10016（1.6）/
SWR-10012(1.2)

SWR-10012(1.2)/
SWR-10010(1.0)

TBZ12.5＋THHC9.5
両面

SWR-10016(1.6)/
SWR-10012(1.2)

TBZ12.5＋TGR8
両面

SWR-10012(1.2)/
SWR-10010(1.0)

（Sウォール両面・STウォール）
TBZ21＋TBZ21　片面

＋TB12.5　片面

SWR-10016（1.6）/
SWR-10012(1.2)

SWR-10012(1.2)/
SWR-10010(1.0)

SWR-10016（1.6）/
SWR-10012(1.2)

※1

ボード仕様

(Sウォール・ＳＴウォール)
TBZ21＋TBZ21

片面

※3
TB12.5＋TB12.5

両面

※2
（Sウォール両面・STウォール）

TBZ21＋TBZ21　片面
＋TB12.5　片面



■試験目的
本試験により、株式会社佐藤型鋼製作所の強力型角型間仕切下地材　倉庫業法2500N/㎡仕様が、
倉庫業法(則第3条の４第2項第2号）で定められた2500N/㎡の荷重に対し耐えられる強度を
有しているかを実験により確認する。

■試験方法
１．3等分2点載荷試験

評価試験を図 1に示すような3等分2点載荷試験により実施する。試験では，試験体が破壊に
至るまでの荷重および試験体の面外変位，梁中央部の曲率変位を計測するとともに，
試験体の破壊性状を確認する。

図 1

設置されるが、試験の都合上、試験体を水平に寝かした状態でおもりを載せることで壁面に
側圧を作用させる。そのため本試験では試験体の自重分が側圧として加算されて作用するため、
これらと合わせた側圧が基準の面圧（2500N/㎡）となるように、おもりの量を調節し、
等分布荷重として作用させる。この時、試験体中央部のたわみ量変位を計測するとともに、
試験体の性状を確認する。

図２

鋼製下地材を用いた大型間仕切り壁の倉庫業法規準（2500N/m2）に対する耐力性能

鋼製下地材を用いた大型間仕切り壁の倉庫業法規準（2500N/m2）に対する耐力性能評価
試験を図 ２に示すような等分布載荷試験により実施する。実際の壁体は垂直に立てた形で

２．等分布載荷試験
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加力点ローラ
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写真は近畿大学工学部構造実験棟(広島県東広島市)
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